
組織・連携委員会の取組
（１）活動計画

➀研究テーマ

「ともに学び、行動し、連携するＰＴＡ活動

や組織の在り方」 

②研究テーマ設定の理由

誰も予想できなかった新型コロナウイル 

ス感染症の流行、日常の平和が突如脅かさ

れる世界の状況、まさに予測困難な時代を

目の当たりにしている。また、わが国にお

いては、少子・高齢化や人口減少などの社

会構造の変化や人工知能（ＡＩ）の飛躍的

な進化などによる急速な変化を迎えており

社会において必要とされる資質・能力が大

きく変化している。

 このような時代にあって、子どもたちに 

は、一人一人が持続可能な社会の担い手と 

して、その多様性を原動力とし、質的な豊 

かさを伴った個人と社会の成長につながる 

新たな価値を生み出していくことが期待さ 

れているところである。 

 学校教育においては、子どもたちが様々 

な変化に積極的に向き合い、他者と協働し 

て課題を解決していくことや様々な情報を 

見極め知識の概念的な理解を実現し情報を 

再構成するなどして新しい価値につなげて 

いくこと、複雑な状況変化の中で目的を再 

構築することができるようにすることが求 

められている。 

 このことは、これまでも「生きる力」の 

育成として学校教育において目指してきた 

ところであるが、子どもたちを取り巻く環 

境の変化により学校が抱える課題も複雑 

化・困難化する中で、これまでどおりの学 

校の工夫だけにその実現を委ねることが困 

難になってきている。 

 こうしたことからＰＴＡは、学習指導要 

領の理念である「社会に開かれた教育課 

程」を踏まえ、将来、子どもが実社会で生 

き抜くための力を身に付けさせるために、 

学校と家庭・地域を実質的につなぎ、地域 

の子どもは地域で育てる体制づくりの中心 

的な役割を担うことが必要である。 

そのため、学校教育と密接な関連をもち 

教職員と保護者が互いに学び合い、相互の

連携及び協力に努め、その成果を学校、家

庭、地域に還元するなど、一体となって子

どもの教育を積極的に進める組織としての

在り方を研究することが必要であることか

ら、テーマを設定した。 

③研究の視点

時代の変化や実情を踏まえ、持続可能な 

ＰＴＡ組織の体制づくりや運営等に関し、 

コロナ禍にあってもオンラインを積極的に

活用するなど、様々な工夫・改善が図られ

ている。この大きな変化をチャンスとして

捉え、ＰＴＡ活動の継続・改革・創造を目

指す必要がある。

各ＰＴＡ活動の推進に役立つ有効な情報 

を主体的に発信するため、次の２つの視点 

に基づき活動を進める。 

（２）今年度の取組

委員会において各地区・各単Ｐの実情や

取組について交流し、研究の視点にかかわ

る協議を重ねた。 
コロナ禍にあって、委員の参加人数が少

ないこともあり、メールによる情報提供を

依頼し協力いただいた。 

情報交流を基に、令和５年度札幌大会で

の提言について協議を継続し、提言地区の

選出・発表依頼を行ってきた。 

〈交流・協議概要〉 

【持続可能なＰＴＡ活動・組織について】 

・コロナ禍を機に大きく活動を見直すきっ

かけにしている。

・ＰＴＡは楽しくやることが大切。子ども

たちの笑顔につながる。

・子どもの減少、組織のスリム化が必要。

・ボランティアという形で募って、やれる

人がやれる時にやっていく。

○ 持続可能なＰＴＡ活動・組織

○ with コロナ時代のＰＴＡ活動
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・コロナをきっかけに今まであった組織の 

見直しをし、専門部をまとめたり、保護者 

が参加しやすい形へ変えている。 

・CS については、田舎では自然にできてい 

た。 

・中学校で、運動会に保護者も参加した事 

例紹介。 

  ・中学校で学校祭の夜に、ＰＴＡが主とな 

り、地域との協力の下、学校祭「夜の部」 

を開催し、思い出の少なかった中３に思い 

出を作ってあげることができた事例紹介。 

  ・地域を感じさせるＰＴＡ行事をしたい。 

  ・行事を見直し、新しい活動を提案する際 

は、単発で終わるのではなく、次年度以降 

も継続できるものを考えていきたい。 

  ・単 P組織よりも外部組織との連携をどう 

作るかが重要である。 

  ・規模や地域によって、PTA と学校や教育 

委員会のかべを感じる。 

  ・学校職員の勤務との難しさ（土日、遅い 

時間は NG）を感じる。 

  ・地域にいると、道Ｐからの情報が届いて 

いないと感じることがある。他の地域の情 

報を集めて地元に持って行くことが還元と 

なり重要である。 

 

【with コロナ時代のＰＴＡ活動について】 

  ・オンラインを活用し、ハイブリッドな形 

での研究大会が各地で開催された。 

  ・機器や通信についてのプロがいない中で 

音声トラブル等への対処が難しい。 

・小、中、高の連携で、オンラインの活用 

やＰＴＡの支援についての情報紹介。 

  ・集う機会が少ない中、メールを活用して 

のアンケートで活動をまとめていった。 

  ・ＰＴＡ会費について、活動ができないと 

ころでは減額などの措置を取っているが、 

一度下げると、戻すのが大変な場合があ 

る。会費の減額については慎重に考えるべ 

き。 

 

 

 

（２）成果と課題 

①【成果】 

・コロナ禍での活動の中断により、それま

での活動のうち、形骸化されていたＰＴＡ 

活動を見つめ直すきっかけとなり、改めて 

活動の目的を考え、必要な活動、本当にや 

りたい活動が見えてきた所も多い。 

・コロナ禍にあってもオンラインを積極的 

に活用し活動が継続された地区が多い。 

特に、地区が広範囲にわたっている所で 

は、オンラインの活用によるメリットが大 

きい。 

・各地域の情報交流により、年間を通し 

様々な地域の情報（活動や悩み）を聞ける 

ことが大変有意義である。   

・ＰＴＡが中心となり地域を巻き込んだ活 

動事例が紹介された。ＰＴＡが担う役割に 

ついて、今後、他地区でも大いに参考とし 

ていきたい事例である。 

 

②【課題】 

 ・持続可能なＰＴＡ活動・組織について、 

現状を踏まえた更なる改革・創造。 

・学校と家庭・地域による、「地域の子ども 

は地域で育てる」体制づくりにおける PTA 

の担う役割について。 

・委員会で交流される貴重な情報を全地域 

の活動に還元していくこと。 

・オンラインの活用に関わり、通信や回線 

のトラブル回避について。 

 

（４）次年度の方向性 

令和４年度の成果と課題を踏まえ。 

・持続可能なＰＴＡ活動・組織について協 

議の継続。 

・学校と家庭・地域が一体となって子ども 

を支える連携・協働体制の構築。 

・各地区の取組や情報の全道 PTA への発信 

共有。 

・令和５年度札幌大会での提言・発表に向 

けた、具体的な取組、サポート。 

 

 


